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世
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２
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３
回
は
海

外
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
の
開か

い
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。
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で
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世
界
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国
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れ
ま
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。
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多
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の
外
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人
デ
ザ
イ
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ー
や
そ

の
家
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が
伊い

賀が

市し

を
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ず

れ
ま
す
。
町
や
会
場

で
会
っ
た
時
に
は
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
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ん

者じ
ゃ

だ
け
で
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く
、
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賀が

の
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世
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に
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小・中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

こども広場
「組
くみ

紐
ひも

国
こく

際
さい

会
かい

議
ぎ

」

　高尾地内の田んぼで、稲刈り体験と昔遊び体験を行
いました。
　稲刈り体験では、子どもたちはあおやまキャラバン
先生に手伝ってもらいながら、鎌を使い手作業で稲を
刈り取りました。はじめは上手く鎌を使えなかった
子どもも、慣れてくるとだんだんと上手く刈り取れる
ようになりました。
　稲刈り体験のあとは、昔遊び体験として広場で竹笛
を吹いたり、竹とんぼを飛ばしたりして遊びました。

本紙 19ページの
「組

く み

紐
ひ も

国
こ く

際
さ い

会
か い

議
ぎ

」について、
わかりやすく解

か い せ つ

説します。

▲

親子で一緒に稲刈りを
楽しみました。

▲あおやまキャラバン
先生に鎌の使い方を
教えてもらいました。

あおやまキャラバン先生と一緒に稲刈り体験
（９月８日）

収穫の秋

まちかど通信

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　あやま文化センターで、こどもちゃれんじ教
室を開きました。
　今回は、スライド万華鏡を作りました。スラ
イド万華鏡とは、ピラミッド状に貼った４面の
鏡に箱の内側の模様が映り、スライドさせると
どんどん模様が変化していくものです。
　参加者は、講師のアドバイスを受けながら一
生懸命作業を進め、作品が完成するとスライド
させて、模様の変化を楽しんでいました。

こどもちゃれんじ教室（９月７日）

世界に一つのだけの万華鏡

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す 

　
広
報
い
が
市
へ
の
広
告
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
広
報
い
が
市
は
市

内
の
各
戸
へ
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
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縦
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）

【
申
込
期
限
】
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行
日
２
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月
前

【
問
い
合
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せ
】
　広
聴
情
報
課

　
☎
22
・
９
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３
６

▲

集中して万華鏡
を作りました。

▲講師の説明をよく聞きました。

　上野同和教育研究協議会研究大会の全体会が伊賀市
文化会館で行われました。
　この日は三重県人権教育研究協議会会長の川島三由
紀さんを講師に招き、記念講演が行われました。
　川島さんの教員時代の経験などから、人権課題を解
決していく仲間づくりの大切さなどが話されました。
　午後からは分科会が開催され、参加者は意見交換な
どを行いました。

上野同和教育研究協議会第 34 回研究大会
（９月７日）

人権に関する考えを深めました▲約 600人の参加者が
人権について考えを
深めました。

▲

講師は差別をする側、
される側ではなく、
なくす側になってほ
しいと話しました。
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